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平成11年 度総会国家

199

事
業
、

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
平
成
Ｈ
年
度
定
時

「総
会
」
は
、４

月
２３
日
、大

阪
中
央
区
の

大
阪
中
央
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

木
村
章
・事
務
局
長
の
司
会
で
開
会
。

ま
ず
、

中
出
隆
文
・理
事
を
議
長
に
、士ロ

川
幾
久
雄
会
長
の
新
年
度
に
対
す
る
所

信
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
来
賓
の
国
田
純
一大

阪
府
農
林
水
産
部
参
事
、佐

々
木
雅
人

同
技
師
か
ら
祝
辞
と
、

あ
い
さ
つ
を
戴
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、議

案
審
議
に
入
り
、各

部
会

委
員
長
か
ら
平
成
１０
年
度
の
「事
業
」
「会

計
報
告
」
同
１１
年
度
の
「事
業
計
画
」
「予

算
条
」
と
「新
役
員
」
の
選
出
が
行
わ
れ
、

吉
川
幾
久
雄
の
再
任
と
推
薦
理
事
を
全

会
一致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
期
理
事
会
、

各
部
会
の
新
陣
容
発
足

新
年
度
か
ら
副
会
長
制
度
導
入
、女

性
理
事
も
初
参
加

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
で
は
５
月
１０
日
、総

会

で
承
認
さ
れ
た
新
理
事
の
《
柳
第
１
回

理
事
会
）
を
開
催
、事

務
局
を
始
め
各
部

会
の
担
当
委
員
選
出
を
行
い
、新

に
副
会

長
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

機
構
組
織
の
運
営
、事

業
活
動
な
ど

に
伴
う
対
外
折
衝
な
ど
も
拡
大
。

会
長

職
の
役
割
も
多
様
化
す
る
な
か
で
副
会

長
〈３
名
〉
の
役
割
も
重
要
と
考
え
ら
れ

新
規
選
任
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
第
二
期
理
事
は
女
性
２
名
も
初

参
加
し
て
〈５４
名
〉
。

事
務
局
ほ
か
各
事

業
部
門
は
墜
害
会
６
毎

事
務
局
６
毎

会
計
部
会
〈３
名
〉
事
業
部
会
〈２６
名
〉

広
報
部
会
〈８
名
〉
地
区
委
員
長
〈３
名
〉

計
５４
名
の
構
成
で
発
足
し
ま
し
た
。

な
お
、任

期
は
平
成
Ｈ
年
４
月
か
ら
‐３

年
３
月
末
ま
で
の
２
年
間
。



曲に話して
平成 11年 度

々
会長 首川 幾 久雄

野
山
に
新

緑
鮮
や
か
な
初

夏
を
迎
え
ま

し
た
。
　
　
　
・

さ
て
Ｊ
Ｏ
Ｆ

Ｉ
大
阪
で
は
、

さ
を

月
容
日
、

平
成
Ｈ
年
度
の
総
会
を
と
ど
こ
お
り
な
く

開
催
、誠

に
喜
ば
し
い
次
第
で
す
。
と
く
に
、

こ
の
総
会
に
お
い
て
、新
ら
た
な
人
材
の
参

加
が
得
ら
れ
、Ｊ

Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
運
営
、活

動
に
、は

ち
切
れ
ん
ば
か
り
の
意
欲
を
示
さ
れ
、

前
途
洋
々
の
想
い
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、事

業
、活

動
面
で
は
、現

役
会
員
ら

が
協
力
一致
。

釣
り
へ
の
情
熱
を
釣
リ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
活
動
に
反
映
す
る
と
共
に
、ボ

ラ
ン
テ
ア
精
神
に
徹
し
て
広
く
釣
り
を
愛

す
る
人
々
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
、

年
々
確
固
た
る
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
基
盤
を

築
か
れ
て
い
る
報
告
が
な
さ
れ
、今

後
の
活

躍
に
一層
の
努
力
を
重
ね
て
行
く
決
意
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
総
会
後
開
催
し
ま
し
た
第
１
回
・

理
事
会
で
は
各
事
門
部
会
や
各
地
区
の
担

当
委
員
を
選
出
す
る
と
共
に
、

一層
の
運
営

強
化
を
図
る
た
め
副
会
長
（写
尋

制
を
採
択
、

新
体
制
で
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
船
出
を
期
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
地
位

向
上
に
む
け
一段
の
努
力
を
傾
け
、立

派
な

成
果
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、全

会

員
挙
っ
て
参
加
し
て
戴
く
こ
と
を
念
願
す
る

次
第
で
す
。

一方
、本

部
で
も
、こ

う
し
た
参
加
へ
の
情

報
提
供
や
窓
日
の
拡
大
に
努
め
る
一方
、新

年
度
総
会
に
は
、組

織
の
強
化
再
編
を
行
い
、

会
員
の
積
極
的
参
加
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

副
会
長
（新
）

新
竹
柳
太
郎

副
会
長
（新
）

木
村
　
　
章

副
会
長
（新
）

来
田
　
仁
成

●

●

均
会

議

メ

モ

４
月
１２
日

（理
事
会
）

会
員
総
会
開
催
、

事
業
・決
算
・監
査
報
告
、

事
業
計
画
、Ａ〓報

発
行
、

予
算
実
、新

役
自
選
出
の
件
協
議
。

４
月
２３
日

Ａ切
総
会
▼
大
阪
中
央
会
館
で
開
催
。

新
年
度
予
算
、役

員
選
出
な
ど
議
決
本

５
月
１０
日

（切
第
１
回
理
事
△
０
告
部
委
員
会

役
員
選
出
、新

年
度
事
業
、活

動
計

画
策
定
、△〓報

発
行
の
件
ほ
か
協
議
。

●

●

平成10年度 会 計報告

平成10年4月1日～平成11年3月31日

以上、監査の結果、通正と認め報告致します。

平成 11年 4月 12日

監事  新 竹柳太郎   木 友 良 治

縄稚 久 和   北 村 龍 雄

見学  治    な 尾 微 夫

平成11年度 予 算

平成11年4月1日～平成12年3月31日

l l■ 入 の 部 支 出 の 部

科  目 金   額 科   目 金   額

前期 操出 し金

運 持 会 費

懇 親 会 費

″ 祝 儀
'99年

ファミリー釣り大会

大阪府釣け団体鏡械会

迅  営  費

朝  食  費

昼  食  費

利 息

7 7 2 , 9 7 0

6 1 8 , 0 0 0

6 2 0 , 0 0 0

7 1 . 0 0 0

1 0 0 , o o o

3 3 , 4 3 0

3 8 , 7 4 5

7 2 0

費

費

費

投

費

用

費

資

料

議

務

信

刷

通

申

棒

獅

中

会

事

通

印

交

懇

研

事

支

3 5 , 4 8 4

1 9 3 , 2 0 1

2 1 4 , 9 0 0

1 2 4 , 5 8 2

1 1 1 , 1 2 5

6 1 2 , 2 8 4

5 4 , 5 0 9

5 0 , 0 0 0

1 1 , 3 8 2

支出 計 1.481.895 支出 討 1.407.467

3/31残 高 847.398

合   計 2.254.865 合   計 2.254,865

収 入 の 部 支 出 の 部

科   目 金   額 科  目 金   額

前期操出し金

運 緒 会 費

懇 親 会 費
″ 祝 儀

'99年
ファミリー釣り大会

大阪府的り団体競技会

運  営  費

駐  車  料

8 4 7 , 3 9 8

6 1 8 , 0 0 0

6 0 0 . 0 0 0

5 0 , 0 0 0

1 0 0 . 0 0 0

3 2 , 0 0 0

費

賛

費

費

費

用

費

費

料

議

務

信

刷

通

親
，
会 費

捧

効

中

会

事

通

印

交

懇

研

事

支

5 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

2 1 8 , 0 0 0

1 5 0 , 0 0 0

1 2 0 , 0 0 0

6 5 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

1 2 , 0 0 0

文出 計 1.400.000

茨期燥越金 847,398

合   計 2,247.398 合   計 2.247,398
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【理

事

全

理

事

吉
川
幾
久
雄
　
　
阿
部
健
太
郎

新
竹
柳
太
郎
　
　
柴
崎
　
　
隆

来
田
　
仁
成
　
　
川
村
　
孝
二

木
村
　
　
章
　
　
大
浦
　
方
至

木
友
　
良
治
　
　
松
本
　
光
博

縄
稚
　
久
和
　
　
尾
崎
　
安
弘

北
村
　
龍
雄
　
　
辻
　
　
哲
男

見
学
　
　
治
　
　
楠
森
　
至
朗

戸
波
　
俊
二
　
　
宮
島
四
十
二

中
野
　
恵
司
　
　
沢
山
　
信
秋

北
田
　
敬
明
　
　
田
頭
　
昭
彦

中
出
　
隆
文
　
　
成
川
　
定
雄

東
野
　
英
治
　
　
片
岡
　
武
義

田
中
　
行
隆
　
　
一剛
日
　
米
造

山
根
　
啓
央
　
　
一向
田
　
政
明

高
測
　
　
一認
　
　
川
島
　
　
昇

高
木
　
博
文
　
　
武
井
久
美
子

山
崎
　
勝
彦
　
　
藤
本
　
滋
子

松
尾
　
勝
士
　
　
伊
藤
　
豪
浩

宮
内
　
昭
雄
　
　
村
山
　
一語
男

佐
藤
　
　
功
　
　
馬
谷
　
昆
司

小
関
　
誠
吾
　
　
物
部
　
胤
三

橋
本
　
正
信
　
　
濱
上
　
　
勲

前
田
　
孝

一　
　

森
脇
　
　
操

吉
田
　
天
三
　
　
越
田
　
　
光

柴
田
　
稔
広
　
　
井
波
　
良
幸

菊
原
　
俊
明
　
　
小
林
　
成
芳

（順
不
同
）

阪府釣リインストラクタ

連絡機構理事及び告部会委員

【△蚕
　　　　ＦＸ
】

【副

会

長
】

【監

事

会
】

【事

務

局
】

事
務
局
長

【会
計
部
会
】

委

員

長

【事
業
部
会
】

委

員

長

副
委
員
長

佐 中

藤 出

隆

功 文

柴 越 森

田 田 脇

稔

広 光 操

山 松 宮 高 高 山 菊 中

崎 尾 内 測 木 根 原 野

勝 勝 昭  博 啓 俊 恵

彦 士 雄 諒 文 央 明 司

戸 見 北 縄 末 木 来 新 吉

波 学 村 稚 友 村 田 竹 川

俊  龍 和 良  仁
梨 策

二 治 雄 久 治 章 成 郎 雄

【広
報
部
会
】

委

員

長

副
委
員
長

顧博 Jヒ

本 田

滋 敬

子 明

井 川 小 片 成 高 澤 尾 楠 辻 松 大 川 武 阿 吉 前 橋 宮 柴 前 田 小 東

波 嶋 林 岡 川 田 山 崎 森  本 浦 村 井 部 田 日 本 島 崎 田 中 関 野

良  成 武 定 政 信 安 至 哲 光 方 孝 久 健 天 孝 正 四  米 行 誠 英
美 太    十

幸 昇 芳 義 雄 明 秋 弘 朗 男 博 至 二 子 郎 三 一 信 二 隆 造 隆 吾 治

広報部会では、充実した会報作成のため会員の投稿を歓

迎します。会運営に対する意見、提言じまた、釣り場の環境間

題をめぐるレポートなど、どしどしお寄せください。

多忙のため、会活動や行事に参加できない方などは、会報

紙上を活用され、多いに会員間の交流を図つて戴きたいと

思います。

原稿の宛て先は、大阪市中央区東心斎橋1-9-21ニユー

長堀働レ3階34号、大阪府釣り団体協議会・本部内「」OFI大

阪広報部・編集係」郵送またはFAX06-6245-1360へ お

願いします。(広報部会)

田 濱 物 馬 村 伊

頭 上 部 谷 山 藤

昭  胤 昆 壽 豪

彦 勲 三 司 男 浩

【地
区
委
員
会
】

北
部
地
区
委
員
長
　
田
　
中
　
行
　
隆

録

地
区
委
員
長

東

野

英

治

醜

地
区
委
員
長

北

田

敬

明



―一多数参カロして盛大に開催――

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
・新
春
恒
例
の
「９９
新
春

懇
親
会
」
は
、１

月
１９
日
午
後
６
時
３０
分
か

ら
大
阪
梅
田
Ｊ
Ｒ
駅
前
の
「大
阪
ヒ
ル
ト
ン

ホ
テ
ル
」
真
珠
の
間
で
多
く
の
来
賓
、会

員

を
迎
え
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

束
野
英
治
・理
事
の
司
△
ぞ
、吉

川
幾
久
雄
・

会
長
の
開
会
挨
拶
。続

い
て
各
来
賓
の
紹
介
。

広
瀬
正
巳
。日
本
釣
振
興
会
近
畿
副
支
部

長
の
来
賓
挨
拶
と
続
き
北
村
龍
雄
・監
事

の
乾
杯
で
懇
親
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
に
入
り
ま

し
た
。

今
回
、

初
め
て
出
席
す
る
会
員
も
多
く
、

来費の紹介

そ
れ
ぞ
れ
華
や
か
に
盛
ら
れ
た
豪
華
料
理

を
囲
み
互
い
に
自
己
紹
介
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
活
動
な
ど
を
話
題
に
和
や
か
に
新

春
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ま
た
、

終

盤
に
は
抽
選

会
が
行
わ
れ
、

釣
リ
グ
ッ
ズ

や
、

ホ
テ
ル
提

供
の
デ
ィ
ナ

ー
招
待
券
な

ど
豪
華
景
品

を
見
事
射
落

と
し
喜
ぶ
者
や
ハ
ズ
レ
で
嘆
く
者
な
ど
笑
い

の
渦
で
会
場
を
沸
か
す
場
面
も
あ
り
、互

い

に
親
交
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

最
後
に
、新

竹
柳
太
郎
・監
事
の
挨
拶
で

同
９
時
前
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（写
真
・豪

華
料
理
を
囲
み
盛
大
に
催
さ
れ
た
仰
新
春

懇
親
会
場
）

当
日
の
来
賓
（順
不
同
・敬
称
略
）
▽
読

売
新
聞
大
阪
本
社
・滝
川
清
▽
デ
イ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
社
編
集
局
報
道
部
・堀
尾
忠
正
▽
釣

の
友
社
主
幹
・太
田
清
信
▽
岳
洋
社
取
締

役
編
集
部
長
・馬
屋
原
一▽
週
刊
つ
り
一こ
―

ス
編
集
室
・杉
本
幹
則
▽
日
本
釣
振
興
会

近
畿
支
部
副
支
部
長
・広
瀬
正
巳
▽
佛
ゴ
ー

セ
ン
・倉
重
外
喜
男
▽
佛
さ
さ
め
針
営
業
企

画
部
・織
田
貴
己
▽
日
紅
商
事
社
長
・松
浦

順
一▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
浪
速
地
区
進

歩
委
員
長
・山
田
耕
司
。

以
上
の
各
氏
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
阪
連
盟
か
ら

感
謝
状
の
授
与

さ
る
１
月
１９
日
、大

阪
・梅
田
の
ヒ
ル
ト
ン

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
主

催
の
「町
新
春
懇
親
会
」
席
上
、ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
大
阪
連
盟
な
に
わ
地
区
進
歩
委
員

会
の
山
田
耕
司
委
員
長
か
ら
、機

構
を
代

表
し
吉
川
幾
久
雄
本
会
長
に
、釣
り
指
導

に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

来
田
・新
副
会
長
ら
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
釣

リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
３
年
前
か
ら
「な

に
は
地
区
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
」
の
技
能
指
導

の
一環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「釣
り
章
講

習
考
査
会
」
の
指
導
に
あ
た
り
、感

謝
の
意

を
表
さ
れ
た
も
の
で
、昨

年
は
、泉

南
の
大

阪
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
中
部
地

区
メ
ン
バ
ー
も
参
加
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
宿

泊
（１
泊
２
日
）を
共
に
し
、釣
り
技
術
や
マ

ナ
ー
、実

釣
な
ど
の
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

本
年
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

感
謝
状
『貴
会
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動

に
深
４
」理
解
を
示
さ
れ
、釣
り
章
講
習
会

に
お
い
て
ス
カ
ウ
ト
の
進
歩
に
多
大
な
る
ご

援
助
を
賜
り
ま
し
た
。
】」こ
に
深
く
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
」
以
上
原
文
。

４
月
Ｈ
日
・・８
日
・２５
日

▼
泉
佐
野
市
生
産
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
「第

１
回
ル
ア
ー
・フ
イ
ン
ン
ン
グ
・ス
ク
ー
ル
」
〈南

部
地
区
）

５
月
８
日
・２２
日▼

か
し
は
ら
フ
イ
ツ
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
「第
５

回
土
曜
青
少
卒
つ
り
教
室
」
〈
中
部
地
区
）

６
月
６
日
　

▼
枚
方
市
民
釣
り
教
室
ご

月
２３
～
２７
日

Ｈ
月
下
日
ま
で
各
日
曜
日
Ｘ
北
部
地
区
）

７
月
　
　
　
▼
大
阪
市
西
区
フ
イ
ン
ン
ン
グ
ス
ク
ー
ル
Ａ
中

部
地
区
）

７
月
１８
日
　
▼
淀
川
ク
リ
ー
ン
ア
ツ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
北

部
地
区
）

７
月
２４
日
　
▼
八
幡
市
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
「ス
ク
ー
ル
（
中
部

地
区
）
８
月
７
日
ま
で

８
月
１
日

　

▼
大
阪
府
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修

会

Ａ
本
部
主
催
）

８
月
８
日

　

▼
泉
南
岬
町
「親
子
釣
り
大
会
」
（南
部
地
区
）

８
月
２２
日
　

▼
第
３
回
普
通
救
命
士
講
習
会

Ａ
本
部

主
催
）

８
月
２６
日

８
月
２２
日

▼
大

▼
同
、実

釣
会

（南
部
地
区
）

▼
大
阪
府
フ
Ｆ
ミ
リ
ー
釣
り
大
会
と
全
国

一斉
釣
り
場
清
掃
チ
ー
（本
部
共
催
）

▼
ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
阪
連
盟
釣
り
書
務

習
会

Ｈ
月
７
日

　

▼
大
阪
西
区
民
ま
つ
り
Ａ
中
部
地
区
）

Ｈ
月
２７
日
・２８
日▼

金
じ
全
日
本
釣
り
団
体
協
議
会
主
催
字
十

成
Ｈ
年
度
、公

認
・釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
養
成
驚
習
会

〈
西
日
本
地
区
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
資
格
試
験
実
行
委
員
会
）

平
成
１２
年

１
月
１８
日
　
▼
大
阪
府
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
連
絡

機
構
主
催
「
切
懇
親
会
」
（
本
部
主
催
）

１
月
２３
日
　
▼
平
成
Ｈ
年
度
、

公
認
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
資
格
試
験
（西
日
本
地
区
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
試
験
実
行
委
員
▲０

（本

部
主
催
）

３
月
　
　
　
▼
大
和
川
々
イ
シ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〈
中
部
・

南
部
地
区
）

以
上
〈日
付
〉
空
白
事
業
は
、

日
程
調
整
中
に
つ
き
決
定

次
第
公
表
し
ま
す
。

（事
業
部
会
）

甘
 督を
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活動報告
●」OFI大阪では、会規約の第6条に基づき、大阪府下を3プロックに分割、
地域会員の連絡網や活動組織の強化に努めています。この活動レボー

トは、地域会員がすでに会民間の交流を広げ活発な活動を展開してい
る槙様を皆さんにお知らせするコーナーです。

７

／

中
央
、

南
部
両
地
区
委
員
会
は
、
３
月

７
日
、

「大
和
川
・
石
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

に
参
加
、

同
川
の
清
掃
奉
仕
に
協
力
し
ま

し
た
。

大
阪
府

・
流
域
各
市
町
村

・
建
設
省
近

畿
地
方
建
設
局

《主
催
》
財
団
法
人
２‐

世
紀
協
会

・
大
和
川
環
境
整
備
協
会

，
大

阪
府
海
と
渚
環
境
美
化
推
進
委
員
会
な
ど

（後
援
〉
各
種
団
体
が
、

府
民
の
力
で
ク

リ
ー
ン
な
大
和
川
・
石
川
を
と
呼
び
か
け

て
開
催
し
て
い
る
大
掛
か
り
な
府
民
環
境

運
動
で
す
。

当
日
は
、

生
憎
、

朝
か
ら
雨
降
り
し
き

る
な
か
、

多
く
の
流
域
市
民
ら
ゴ
ミ
袋
片

手
に
熱
心
に
川
の
中
や
河
川
敷
の
投
棄
物

を
お
い
集
め
奉
仕
の
汗
を
流
し
ま
し
た
。

中
央
地
区
委
員
会
は
中
野
委
員
長
ら

２０
人
が
上
流
部

の
柏
原
流
域

で
。

南
部
地
区

委
員
会
は
北
田

委
員
長
ら
８
人

が
下
流
部
の
堺

流
域
で
参
加
し

ま
し
た
が
、

集

め
ら
れ
た
ゴ
ミ

の
中
に
は
エ
ア

コ
ン
や
自
転
草

な
ど
数
人
が
か

り
で
回
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
大
型
ゴ
ミ
も

多
く
、

大
変
な

相原地区に参加した
中部地区委員会メンバー

大きな投棄タイヤの回収に汗を流す
中部地区メンパー

雨の中、水辺のゴミを回収する
南部地区会員ら。

作
業
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、同

作
戦
は
、４

月
４
日
、
５
月
９
日
、

６
月
６
日
に
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
地
区
委

員
会
で
は
、継

続
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
の
で
、出

来
る
だ
け
多
く
の
会
員

去変
爺
従
て
く
だ
さ
る
基
名

願
い
し
こ
す
。

（南
部
地
区

・
村
山
壽
男
）

全釣協公認・釣り指導員

田橘H験 田習会開催
社団法人・全日本的り団体協臣会、日本水産資源保護会主催、

農林水産省後援の平成11年度、西日本(大阪)「公認・釣リインス

トラクター資梧試験轟習会」が11月27、28日の2日間。口輸播報剣

は1月23日の日程で、守回円真商T会 館で開催されます。

資格試験に必要な「釣り技術」「AR学 」「漁業関係法令」「穀

急刈 など専門講師による窮習が行われます。

なお、詳細につしWご|よ」OFlジ町顕口朝陽局(TE06・6245・4800)這。

」OF!大阪は、1999年度も大阪府下を中心に各地区で各種釣り教室の指
導や預― の多加など、活発な活動を展開しますが、こうした本部や地
区委員会が主体で活動する行口以外に、日人や少数グルーフが在住地や
職域で釣り技術の普及活動や環境運動など釣リインストラクター活動を計
画されたり、実行される場合は、本機構が支援します。
例え|よ教材用釣り具や招導テキスト、会旗の貸し出し。また希望によつ

てはベテラン指導員や露師の応据多加など強力にパックアッフしますの
で、大しWE釣 リインストラクターの活動を展開して下さい。
(事業部委員長・中出隆文)
【支援受け付け窓回】▼本部■OS・6245。4800▼ 大阪中都地区委員会(東
野方)■0720・57・9032▼大阪北部地区委員会 (田中方)06・6302・8253
▼大阪南部地区春員会(北回方)D722・97,2962。
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人気広がろ ウ。・,・●み0●Ⅲ●●

がスフイッシン鵜
――――全員で釣り場の清掃も実習

活動報告

手話のボランテアも参カロ。泉佐野市ルアーフィッシングスクール(生涯学習センター講座室で)

南
部
地
区
委
員
会

で
は
４
月
１１
日
か
ら
３

週
に
わ
た
る
各
日
曜
日
、

泉
佐
野
市
教
育
委
員

会
，生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
主
催
で
開
催
さ
れ
る

「バ
ス
フ
イ
ッ
シ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
」
の
講
義
と
実

釣
指
導
に
当
た
り
ま

し
た
。

南
部
地
区
委
員
会

で
は
、

毎
年
、

夏
季

ンヽ
ー

ズ
ン
、

同
セ
ン
タ
ー
主
催

の
市
民
海
釣
り
教
室

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

好
評
に
つ
き
、

昨
年
秋
、

さ
ら
に
教
室
を
増
設
す

る
こ
と
に
な
り
、

急
還
、

青
少
年
を
対
象
に
し
た

バ
ス
釣
り
教
室
を
開
講

し
た
と
こ
ろ
こ
れ
ま
た
大
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

夏
季
の
市
民
海
釣
り
教
室
と
重

な
り
長
期
指
導
と
な
る
た
め
、

当
委

員
会
で
は
、

本
年
よ
り
同
ス
ク
ー
ル

を
春
季
開
催
に
変
更
、

改
め
て
新
規

開
講
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
ま
た
、

主
催
者
側
で
は
、受

講
者
も
市
内
在

住
の
対
象
を
拡
大
、泉

州
地
域
全
域

か
ら
募
集
、バ

ス
フ
ィ
ツ
シ
ン
グ
の
が
ア

ラ
ン
で
南
部
地
区
所
属
の
伊
藤
象
浩

委
員
が
絶
妙
の
講
義
で
受
講
者
を

引
き
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、最

終
日
の
「実
釣
会
」
で
は
、

実
技
指
導
の
後
、全

員
で
池
の
周
辺

を
清
掃
、

環
境
運
動
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
盛

り
込
み
ま
し
た
。

（南
部
地
区
日高
木
博
文
）

美釣会のあと釣り場を清掃する、泉佐野市フィッシングスクール受講生たち!(泉佐野市・上の郷池で)
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これからの1年間、(社)全日本釣り団

体協議会と、釣リインストラクターがその

真価が問われる時がやってきた。

水産庁が、長い間の沈黙をやぶって、

全国の都道府県の漁業調整規則を大

幅にあらため、新しく遊漁規則を制定す

る方針を打ち出したのである。

今回の遊漁規則制定は、わが国の

法制史上はじめて釣り人が「遊漁者」

の名で正式に認められるわけで、このこ

の審議に対処しなければならない。

それだけの内容に対応できる知識が

身についているどうか、冷静に、きちんと

対応できるかどうか、いいかえればそれ

にふさわしい代表をおくりだせるかどう

かどうか。このことによって組織の真価

が問われるのは当然のことである。ここ

ろして取り組まね↓ゴならない1年なのだ。

(JOFI大阪・副会長)

遊漁規制問題を抱えて

我々の真価が問われる時代!?
来 田 仁 成

と表現してもさしつかえないと考えられる。

新しく定められる規則の内容に関し

てはまだこれから、全釣り協で発足する

専 門委員会で、あらゆる分野の釣り人

の意見を求めながら練 り上げて、水産

庁に提案していかなければならないの

だが、水産庁としては、本年6月には、各

都道府県の水産担当官に主旨を説明し、

8月には規則のあらましをまとめ、本年度

こは決定のはこびとしたいとのことだ。

とについては積年の釣り人の願いが、 さて、これから、わたしたち釣リインスト

うやく実現することになる。

これまで各都道府県で施

、まず新しい遊漁規則の内容

>めねばならない。それも

た漁業調整規則は、漁業 での短い間に、釣り人な

源保護法に基づいて

庁が定めて、これを各

案する必要があるだ

わせ、漁業調整委員 からの全国共通の遊漁

り、各都道府県に知らさ都道府県知事が定め

ものである。その調整規則確 軍で、地方の事情に合わせた内

り人は「非漁民」として取り扱われ、 検討にとりかかる。さらに、このため

し合いに釣り人代表を送り込み、府海区では海面利用協議会という名称の

釣りと漁業との調整のための知事の諮

問機関が各府県に存在してはいても、

調整規則そのものに対する発言の機

会は一切認められてきていない。

らヽ示されるであろう規則案の中身

遊漁規則の制定を機会として、当然

釣り人の意見も正式に聞いてもらえる形

が出てくるはずで、(社)全日本釣り団体

協議会が設立され、釣リインストラクター、

フィッシングマスター制度が推進されて

きたのもひとえに、この時のためであった

てい  を 検討カ

羅
竣藪畠胡 遼

… 次に、

れてきた  規 貝J案



話
は
湖
る
が
、

以
前
「川
と
水
を
美
し
く

す
る
会
」
と
云
う
自
然
保
護
運
動
団
体
か

ら
大
和
川
河
口
の
魚
類
調
査
の
協
力
依
頼

を
受
け
た
事
が
あ
る
。

生
態
の
サ
ン
プ
ル
調
査
の
た
め
河
口
流
域

の
魚
を
釣
っ
て
欲
し
い
と
云
う
要
請
で
あ
り
、

主
旨
に
賛
同
し
て
参
加
し
た
。

当
時
、大

和
川
の
河
日
は
両
岸
と
も
整
備

さ
れ
て
お
ら
ず
、

以
前
か
ら
の
自
然
を
残
し

て
い
た
も
の
の
、

中
洲
や
堤
防
の
水
際
は
漂

着
し
た
彩
し
い
投
棄
ゴ
ミ
が
漂
着
、見

る
も

無
残
な
姿
を
露
呈
し
て
い
た
。

釣
り
人
に
と
っ
て
は
、

そ
の
よ
う
な
状
況

下
で
魚
を
釣
る
こ
と
に
強
い
抵
抗
を
感
じ
た
。

だ
が
、調

査
の
建
前
上
、断

る
訳
に
も
ゆ
か
ず
、

調
査
当
日
、さ

て
、ど
う
な
る
も
の
か
と
、傘

下
釣
リ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
左
岸
の
そ
れ

ら
し
き
ポ
イ
ン
ト
で
年
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

釣
果
は
、ま

ず
５
▼
足
ら
ず
の
コ
ト
ヒ
キ
（通

称
シ
マ
イ
サ
ギ
）の
入
れ
食
い
だ
った
。
こ
の
魚
、

成
長
す
れ
ば
　
～
２０
音
に
も
な
り
、

到
底

大
阪
湾
な
ど
で
は
、お
目
に
か
か
れ
な
い
代

物
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
稚
魚
が
何
故
？
汚

染
の
進
む
“死
の
川
ルで
育
つ
の
か
、

理
解
に

苦
し
む
感
が
あ
っ
た
。

ま
た
、河

口
で
群
れ
を
な
し
回
遊
す
る
ボ

ラ
に
目
を
つ
け
た
主
催
者
側
の
断
っ
て
の
要

請
で
、急

速
、メ
ン
バ
１
２
人
を
釣
具
店
に
走

ら
せ
、購

入
し
た
仕
掛
け
の
ス
バ
ル
で
ギ
ャ
ン

グ
釣
り
さ
せ
、検

体
用
と
し
て
４０
～
５０
▼
を

数
匹
を
釣
ら
せ
た
。

主
催
者

側
が
、

そ
の
ボ
ラ
を
切
開
調
査

し

た
と
こ
ろ
、腹

か
ら
出
て
来
る
の
は
正
に
ヘ
ド
ロ
。

居
合
わ
す
人
達
を
び
っ
く
り
仰
天
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
後
、こ

の
団
体
が
、ど

の
よ
う
な
結
論

を
出
し
、ど

の
基
つ
な
活
動
を
展
開
し
た
の
か
。

ま
た
、

我
々
の
協
力
が
ど
れ
ほ
ど
役
立
て
ら

れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、当

時
の
大
和

川
の
環
境
は
散
々
た
る
状
況
で
あ
っ
た
事
は

事
実
で
あ
る
。

さ
て
、

時
代
も
昭
和
か
ら
平
成
と
移
り
、

現
在
の
大
和
川
河
日
は
改
修
も
進
み
、

一応

は
美
観
を
備
え
た
形
態
を
保
た
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
、残

さ
れ
た
自
然
を
跡
形
も
な
く
消

し
去
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
固
ま
り
。

子
供
た

ち
が
網
で
小
魚
を
掬
っ
た
水
辺
や
、ト
ン
ボ
や

蝶
を
追
っ
た
河
川
敷
な
ど
、自

然
豊
か
な
昔

懐
か
し
の
環
境
を
想
像
す
る
事
も
で
き
な
い

ほ
ど
様
変
わ
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

防
災

を
優
先
さ
せ
る
行
政
の
な
せ
る
施
策
の
結

果
で
あ
ろ
う
か
‥
。

だ
が
、現

実
の
河
口
域
は
、冬

に
な
れ
ば
カ

モ
を
始
め
幾
種
類
も
の
渡
り
鳥
が
や
っ
て
来

て
奉
ま
で
滞
在
し
て
い
る
。

エ
サ
の
小
魚
や
虫

が
豊
富
で
あ
る
こ
と
の
証
明
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、南

港
周
辺
で
は
野
鳥
公
園
が
造
ら
れ
、

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
。

海
辺
で
は
釣
り
公

園
が
賑
わ
い
小
ア
ジ
の
サ
ビ
キ
釣
り
が
人
気

を
集
め
た
り
、

ス
ズ
キ
や
チ
ヌ
の
大
型
が
狙

え
て
な
ど
四
季
折
々
の
釣
り
を
楽
し
め
る
よ

ぅ
に
な
った
。
さ
ら
に
上
流
に
足
を
延
ば
せ
ば
、

コ
イ
や
フ
ナ
が
糸
を
垂
ら
せ
ば
釣
れ
る
と
云
つヽ
。

し
か
し
、自

然
破
壊
の
ツ
ケ
は
至
る
所
に

残
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
―
。

残
念
な
が

ら
河
口
域
に
は
ウ
ナ
ギ
や
カ
ニ
な
ど
棲
み
つ

く
石
垣
が
な
い
。

川
底
に
も
石
が
沢
山
あ
り
、

変
化
に
富
ん
で
い
れ
ば
水
質
の
浄
化
も
進
み
、

い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
育
つ
だ
ろ
う
。
こ
れ
こ

そ
誰
し
も
待
ち
望
む
自
然
の
復
活
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

回
め
た
堤
防
の
底
に
砂
を
敷
き
詰
め
た
だ

け
の
状
態
で
は
、川

は
成
り
立
た
ず
単
な
る

水
路
と
し
か
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

環
境
調
査
に
参
加
協
力
し
た
当
時
を
返

り
視
れ
ば
、大

和
川
流
域
や
河
口
も
善
か
れ

悪
か
れ
大
き
く
変
遷
し
て
い
る
。

行
政
の
施

策
が
拡
大
さ
れ
、企

業
や
住
民
の
水
や
環
境

に
対
す
る
認
識
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
は
喜

ば
し
い
。

さ
り
と
て
現
実
は
、全

国
有
数
の
ワ
ー
ス

ト
河
川
と
し
て
の
舷
し
い
烙
印
は
如
何
に
せ

ん
悲
し
い
極
み
で
あ
る
。

総
て
の
人
が
協
力
し
合
っ
一Ｌ
、ア

ユ
の
遡
上

が
復
活
す
る
美
し
い
大
和
川
の
姿
を
眺
め

る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、何

時
の
日
か
夢
見

る
想
い
で
あ
る
。

（本
部
監
事
）

見 学 治

鞘 ―ゃ

国
園
□
団

◆
平
成
「
年
度
の
総
会
で
第
二
期
理
事
な
ど
各

事
業
部
門
委
員
が
決
ま
り
、事

業
や
活
動
方
針
が

新
ら
し
い
陣
容
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、こ

の
第
２
期
役
員
組
織
が
誕
生

す
る
ま
で
に
は
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
発
足
と
運
営
の

道
筋
を
切
り
開
い
て
き
た
第
１
期
の
理
事
、委

員

ら
の
熱
意
と
懸
命
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
り

ま
し
た
。

◆
発
足
に
備
え
（
世
話
人
）
と
し
て
暗
中
模

索
で
何
度
も
会
合
を
重
ね
、時

に
は
激
論
を

戦
わ
せ
て
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
組
織
の
基
盤
を
築

き
あ
げ
て
き
た
訳
で
す
。

さ
ら
に
平
成
８
年

の
発
足
後
は
、ゼ

ロ
に
等
し
い
事
業
、活

動
を

広
げ
、

い
ま
や
、各

地
で
釣
り
教
室
の
指
導
、

環
境
運
動
に
参
加
、各

方
面
の
期
待
を
担
う

ま
で
発
展
す
る
と
と
も
に
、全

国
各
府
県
の

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織
の
モ
デ
ル
的

存
在
と
な
る
に
い
た
っ
た
訳
で
す
。

◆
し
た
が
っ
て
、〈酪

罫
溝
工
し
た
第
２
期
理
事
、

委
員
は
、

こ
れ
ら
の
実
績
を
元
に
、さ

ら
な
る

発
展
を
期
待
し
て
大
幅
に
新
参
加
者
を
迎
え

て
の
陣
容
と
な
り
、新

感
覚
で
の
運
営
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、釣

り
人

を
め
ぐ
る
漁
業
規
制
法
や
環
境
問
題
な
ど
多

く
の
課
題
石
立
石
ほ
だ
か
，
基
貿
峯
春
″。
ま
兵

１１
月
に
は
新
に
公
認
資
格
試
験
講
習
会
を
開

催
さ
れ
、来

春
に
は
、さ

ら
に
会
員
が
増
え
、

こ
れ
ら
新
会
員
の
活
動
参
加
へ
の
場
を
広
げ

な
け
れ
ば
ら
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
、第
２

期
役
員
の
活
躍
を
多
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

全
▲苔
曇
α
岡
力
し
あ
っ
て
公
認
・

釣
り
指
導
者
と
し
て
の
莫
価
を
発
揮
し
た
い

と
黒
い
ま
す
。（広

報
部
会
委
員
長
・北
田
敬
明
）


